
国際競争力

グローバルに共通化

米国

日本

中国

欧州

各国の所得格差が特許報償金（補償金）の格差各国の所得格差が特許報償金（補償金）の格差



特許の有効期間

長い特許期間が社会の健全な成長を
 制限していないか。

独占（有効）期間を制限。

＊技術革新のスピードが速い。

出願 ２０年



消費者負担

報償金の計算は売上高×数％・・一律。

累進減の計算にする。

～最終的には、消費者が負担する～

売

 上

 高

＊生涯所得と報償額

報償金
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